
国スポ神埼市開催競技まであと 58 日（８月１日現在）

　国民スポーツ大会が佐賀県で開催されるのは、昭和51年以来48年ぶりです。神埼市では剣道、ハンドボー
ルの２競技が開催され、天皇杯・皇后杯、総合優勝を目指して都道府県同士の熱い戦いが繰り広げられます。
ぜひ会場へ足を運んで、一緒に選手たちを応援しましょう!!
　今回は、大会に先立ち行われたデモンストレーションスポーツの結果や、大会の成功に向けて市内で行わ
れている取り組みをご紹介します。

　赤トンボが飛び交う日の隈公園グラウンドでデモンスト
レーションスポーツであるフライングディスク競技の「ア
ルティメット」の大会が開催されました。小学生から60
代までの男女混合10チームがリーグ戦を行い、上位４チー
ムがトーナメント戦を戦いました。競技の魅力はディスク
ひとつあれば、みんなで楽しめるところ。風を味方につけ、
ディスクを投げて、受けて、ジャンプして、パスを繋ぎな
がら、広いコート内を走り回りました。

　神埼中央公園体育館でデモンストレーションスポー
ツ「いごてだま競技」が開かれ、約80人が参加し、熱
戦を繰り広げました。
　いごてだまは、２チームが５×５マスのシートに向
かって、交互にお手玉をマス内に投げ入れ、獲得した
ポイントで競います。１チーム５人で編成し、市内外
から地域や職場の仲間らでつくる16チームが出場。ビ
ンゴとなればボーナスポイントが入り、お手玉が枠内
に入ると「やったー」と歓声が上がるなど、盛り上が
りました。

7/7　みんなで楽しむフライングディスク

7/14　いごてだま　お手玉でマス内狙う

お問い合わせ　SAGA2024国民スポーツ大会神埼市実行委員会事務局　☎37-1331
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　６月25日、「住民同士で支え合う地域づくり」 を合言葉に活動している市民活動団体「よらんね神埼」が、
デモンストレーションスポーツの「いごてだま競技」で使用するおてだま作りのボランティア活動を行いました。
　参加者からは「仲間と楽しく作ることができて良かった」「思っていたより生地が厚かったので工夫が必要
だった」などの声も聞こえ、手際よく作製していました。
　完成したおてだまは７月に開催された競技の中で使用されました。

　SAGA2024国スポで訪れる選手や応援者をきれいなまちで迎えようと、神埼高校の生徒と市国スポ実行委
員会の約70人が「クリーンアッププロジェクトin KANZAKI」と銘打って清掃活動を行いました。
　市内で行われる剣道競技とハンドボール競技の準備は着々と進行中。この日は剣道競技開始まで70日とい
うことで、行われました。朝から強い日差しが照りつける中、高校生らは５班に分かれ神埼駅からハンドボ
ール競技会場となる神埼高校までの沿道や神埼町中心部へ。約１時間かけて飲料の缶やペットボトル、ビニ
ールごみなどを拾い集め、市役所前で分別しました。

　大会では、郷土料理や地元食材をふんだんに使った料理、特産品を「ふるまい品」として提供し、魅力を
余すことなく発信していきます！
　大会で選手・監督などの大会関係者、一般観覧者に喜んでもらえるように、準備を進めています！

▲市特産品の神埼桑菱茶を
練り込みました。中は綺
麗な緑色で、しっとりと
した食感に抹茶のような
味わいです。

▲桑菱茶を自家製焦がしバ
ターたっぷりの米粉フィ
ナンシェに練り込みまし
た。完全グルテンフリー
の甘さ控えめな米粉の桑
菱フィナンシェです。

▲神埼町竹原地区の有志で
つくる「わにっ娘

こ
夢俱楽

部」が地元で生産した紅
はるかを使用した芋ステ
ィックです。

▲約400年の歴史ある「神
埼そうめん」は、機械製
麺で一番古い産地です。
油を使用しないため小麦
の風味を感じやすいのが
特徴です。

よらんね神埼による「おてだま作り」のボランティア活動

きれいなまちで歓迎を　70日前でクリーンアップ活動

市内企業でふるまい品を準備中です！

くわびしぼうろ 桑菱フィナンシェ 王
わ
仁
に
芋スティック ぶっかけそうめん
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